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『遺老説伝』における史話と史伝

前村{主宰*

百leHistorical Tales and Figures in Iro-8etsuden 

Yoshiyuki MAEMURA 

Iro-Setslldell， a book written in c1assical Chinese， contains m初 yfolk凶escreated by rewriting documents written in the 

old ]apanese epistolary style (~鈎robun). 百lese documents were submitted by local officials to山eShuri government in 

出eformer凹rtof the 18th century. lllIs paper translates some original texts (seven stories selected out of approximately 

140 stories) into contemporary Japanese. and examines the contcxt of 11'0-&知tdell'scontents. by focusing on the tales 
on historical events or 府内onsof ancient Ryu防u.ηleexamination suggests that these historical凶esinclude subjects 
of virtue or ethics.百】isis important in understanding this book with regard to the purpose and signilicance of its 
compilation世間ngother history books of R刊 kyu.

問題の所在

琉球において史書が編纂される以前、 16世紀

から 17世紀前半にかけて古謡集『おもろさうし』

が31mにわたって集成された。その内容について、

外聞守普氏は、王府オモロ、地方オモロ、特殊オ

モロに分類している¥第 1は、主に聞得大君(首

里大君)と尚真玉(おぎやか思い)を賛美するも

のであり、なによりも王府オモロが尊ばれていた

ことがわかる。厳摩s!I属後には、第22に至る多

彩なオモロがm成されることになった。地方オモ

ロは、先島と大品を除〈、後に首m王府の版l立!に
入る、各地の繁栄を称えるものである。『おもろ

さうし』では、中城グスクと勝述グスクの落械の

ような具体的な'1J件を眠うのではなく、その支配

者の雌きを謡うことで、 l間接的に首里の卓絶した

地位を賛美し正統化する附造がみられる。

そして、王の在位期間をもって紀年とする『球

陽』では、北山や先島など、主要な地域が中山の

首里王府によって征服されてい〈過程、第一尚氏

期における中山の内部抗争も時系列をもって掲載

されている。確かな史料がなく、推測を交えて訳

述を行う際には「遺老伝Jを附記するけれども、

それは編年上の記事と閲辿づけられている。

-
疏球大学教育学部社会制教育専修所hJ!

かつて、南向の部々浦々に「てだこJ r世の主」

などと称する支配者が存在し、その地域の人々に

よって継承されてきた神歌がオモロとして集成さ

れたのである。地方オモロからは第一尚氏j割以前

に各地の小支配者が「下の世の主Jr按司の又の

按司」などと誕われる広域的な柿力によって統合

されていく趨勢は垣附見えても、只.体的な政治的

過程を示すものはほとんどな〈、これを時系列に

沿って並べ待えることは困難であるように思われ

る。

他方において、編年体系の史市 r球陽』の外巻

として、 r迎者説伝』と題する計物は、地方から

拠出された旧記と呼ばれる伝i棋を参照しており、

しかも詩歌のような表現上の制約がないのでオモ

ロよりも具体的な歴史的内容や人物像が記述され

ているはずである。ただし、その説話は、『球陪』

rlj1山世譜』のような史書において rm老・の伝」
として示され、その限史叙述をnlJ完するものでは

なく、あるいは首里の111央集権的な時系列に盤合

的に位置づけることよりも、別の意義が電視され

ていたのではないだろうか。そのような説話は、

旧記にある内容をそのまま整理して漢文化したの
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ではなく、むしろ編纂fi'の怠凶によって換1'j'{t判的

されていることが想定される c そして、この J~~ 異

こそ、巾央の立場から ri自主-説伝』などを編纂し、

それを参照してきた近fltI!.t球の人々の歴史聞の・

凶iを浮き彫りにするのではないだろうかp 小制で

は、このような性絡を有するとみられる説訴を「史

話Jr!と伝Jと似iiqづけ、・見雑多なl付符の小から、

地方と首里J:/f.tとの関係を特に示すものを選び出

して検討を加えたい。なお、各訴は日頭に「・」

が附されて区別されているが、本側では 10爵i三!

を第 10話と那 II話としている c

1 ， 久高島

久高島はかつて隔年ごとに王と附得大討が波

悔して行幸した型地であり、それは康照 12年

(1673)以降、弁が岳からの遥拝に代わるまで挙

行されたし、 UH伴大詰の斎場御掛から久高品に向
ti "らt;PJ

けた祭出(御新ド)も大がかりなものであった。

そして、『おもろさうし」には、久向島から円II!.

王1Mの繁栄を祈る外聞大屋子のオモロが掲載され

ている(第 10の551)0IJ'遺老説fuJlにも、 JIiJ家

的祭mの重要な対象でありつづけた久商品に関わ

る説，活がある(巻2第 74話)。

住古の世、玉城間切の百名付に・人の引がい

た。指名は白槽といった。ー1:まれっきこの 1:

なき孝行行で、堅く守る心中には仁義があっ

た。つねに古事を行い、思i引をはたらくこと

などなかった。玉城按司は彼のことを大変袋
みんとんあ己

め祢え、ついに長則の免武殻能按司の娘を彼

の妻として嬰らせた。ある 11、夫婦で野校山

に出て対色を楽しんだ。ふと京の海上を見る

と、一つの小島があった。波j識の聞に人知れ

ずあるのが見えたのである。，'，怖はとても不

思議に思った。時々、その野に出かけて念人

りに観察した。天気快晴で霊もなく、風が穏

やかで波も静かな lI~jに見ると、それは現実の

品であった。海によって隔てられているがか

なり近い。この時、 i吐聞では威勢を争いl械が

絶えなかった。ここにおいて、 '1糟はこの1ft
の変乱を強く厭い、この島に逃避して持らし

たいと思った。このことを夫蛸で相談して決

めてから、小舟に乗り東に向かつてこぎ111す
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と、瞬<1111に島に打いた。舟を繋いで t:隙し、

向の問問をくまなく巡り歩いてみると、泉

の水は11'く上地は肥え、野JJj(は広くて山は低

〈、村を ¥'f.て家をu!てて終の住所とするのに

相応しいことが分かったc しかし、その時は

食物がなく、毎1:1、海辺に/1¥で蝶貝をmめ、

一日一11を過ごすしかなかった。そこで、夫

婦はともに伊政泊に行き、子孫繁栄、食物盟

陵を祈願した。まだ祈り終わらない時、ふと

見ると1'1賢官が一つあった。波1111を潔いこちら

に近づいて来る。 "1神は衣をまくり上げて海

に入札その壷をすくい取ろうとしたが、波

の聞に沈んで見えなくなってしまった。街11人

は屋久間川に行き、体浴してから清浄な衣を

身にまとった。そして、また伊敷泊の浜に行

き、初hを広げて白引をf寺った。すると、，'，長官

がおのずから袖の"，に来たe 品11人は古んてeそ

の壷をJr~ 1)、そのi誌をこじ開けてみると、そ

の中に去三重f!(一小去、-3喜多出走、一大主)、

業三ftlt(佐久和、餅也、和佐)、豆一回(俗

に小豆と呼ぶ)が入っていた。そこで、この

極を.IIIIIBIの地に揃いてみた。正月の11与JUJに

なると、去の穂が111てきたが、全く尋常では

なかった。白樽はこれをとても不思議に思い、

これを禁城に奉献することにした。二月にな

ると、その麦は熟していた。恭しく吉日を選

び、その去を王に指献した。 Tは非常に再び、

これをおしいただいた。そして、評判酒を醜さ

せ各地の傑獄に拳り、さらに職工にも賜った。

それより以来、この島では五殺控穣、子孫繁

{汀となり、ついに村として、これを名づけて

久高島というようになった。
おとがむ

l可憾のj毛k於戸兼は専ら祝女の聴を任い、各
まに'うし

j説の祭届uを掌った。長男真仁'1"は父の家統を

継ぎ、その子孫は今の世に続き、これを外聞
おみえる

恨人という。二久-思怖は亙女となり、ついに

禁械の，l.1~女に抜t/ll された。 FI 夜城内に際え、

その人となりは、節操堅くおしとやかな性格

で、その~躍な符貌は常人と全く異なるもの

であった。王は内出に召し入れ、王の犬人と

した 3 深〈寵愛を受け、はなはだしい身の営

れであった心やがて思樽は懐妊した。これを

見て、側笥たちは思樽に嫉妬して憎み、彼!J:.
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と言葉を交わそうとしなかった。ある EI、は

からずも思樽夫人は肱脱してしまった。f11IJ指

たちはl伏在f健闘としてこれを自び、その過失

についていつも話し合いあざけり笑った。 }.!.t

締夫人は御所Iに出ることができなくなり、つ

いにお暇乞いし帰郷することになった。

光陰矢のごとく数ヶ月が経ち臨月を迎えた。

思樽は塑主の後胤であることを慮り、話:品:が

消浄でなければ界を犯すのではないかと恐

れ、別に一座(外聞根人の家には当時の康郎

がなお別存している)を設けて一関を生み、

金松兼と命名した。成長して七歳になると、

しばしば母に父のことを尋ねた。}.!.~樽雅夫人

は、あなたには父がし通ないので、わたし一人

で生まれてきたのだと答えるだけであった。

八成になると、しきりに父親について聞き、

こう言った。「天は陰と悶によって万物を ~I:

育するものである。ましてや人にはみな父付

がいる。どうして自分には母一人しかおらず

父がいないのか。臼分の父のことについて培

非とも教えて下さ ~)J。思静夫人の容は同じ

であった。金松兼は再三強い調子で問うたが、

それでも思博夫人が教えることはなかった。
おみかおまつがぬ

思金松兼はこう言った。『人として父を知ら

ないのであれば、人ではいられない。生きて

いて意味がなければ、どうして早〈死ねない

のだろう」。ついに朝夕絶食し戸を上げ激し

く噴き悲しんだ。ここにおいて、思抑夫人は

絶食している思金松兼の姿を非常に憐れみ、

ょうやく間愛を受け嫉妬された頗末をJ下し〈
話してやった。しかし、このように忘れ‘渡し

た。あなたはもともと海向に生れ、その衣服

や風貌は都の人と同じではない。天顔をtI~見

する願いがあっても、とうていそれを日1・える
ことはできないのです。だから、前々からI1H
いても話さなかったのです。

思金絵兼はこれを聞くと、ただちに伊政iEIに

行き、東方を仰ぎ向いて昆った。 q手は、王

の側に侍り、おのれを身ごもった。思いがけ

ずわずかな過失があって、病だと中し 1:げて

帰郷した。今、自分は間合で成長し、心やす

らかではありません。伏して天神と地祇にお

祈りします。この真心に鑑み、この幼き子供
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に憐れみを垂れて、明主に謁見することを実

現させてくれたら、決して尽きることのない

ご忠となるでしょう」と。毎朝告祈し決して

怠ることはなかった。こうして七日になると、

IUJけ方に黄金の何かが一つ山て来た。聞かし

い光を強〈発し、 i皮1mを楳いながら浮上して

近づいて来る。思金総~rtはこれをたいそう不

思J品に思い、衣の袖を広げてそれをすくう

と、此金の瓜子であった。思金松兼は大いに

倣i与した。すぐにこの瓜子を抱き、都に行く

とlサに伝えた。即刻旅立ち、禁城に参上して

':~J廷で調見しようとした。禁城の役人は、髪

が赤〈衣lJIiが粗末なのをあざ笑い、ある者は

樹梢の子供がみだりに城内に入ろうとすると

見て叱此した。しかし、思金松兼の容貌には

恭しい礼節が備わっており、その物腰はおだ

やかでゆったりとした様子であった。少しも

怯えてうろたえた気色はなく、ひたすら参内

して題楽することを願った。役人たちはとて

も奇慌に思い、ついにこのことを内院に上巾

し、御前に召し入らせた。思金絵兼はすぐに

f'I:の瓜子を懐中からtBし、それを献上してこ

う立った。「この瓜の極は、国家の至宝であ

り、世界にまれにしかないものです。大地を

おおう天がM!.みの雨を降らし、肥沃な土地が

潤ったi時、ことにいまだ放庇したことのない

kにこの簡を附え付けさせれば、大いに広が

り繁茂し、とても沢山の突を結ぶでしょう」。

王は大いにこれを笑い仰せた。「人としてこ

の間に生れて般腿しない者がいるものか」。

思金松艇がはうには『人は肱臆するのに、ど

うしてそれが鈴められるのでしょうか」と。

王はその立葉を聞くと、奥の内院に移り、そ

こに思金松雑を討し入れ、ひそかにそう申す

男I!山をゆねた。思金松兼はI恐が放屈して帰郷

し、 I~I 分を生んだ経緯について詳しく申し上

げた。 ':Eはその引を聞くと、思金松兼を城内

に住まわせようと思召された。しかしながら、

東海の小品で生まれた、 l践しい間合の子供と

いうことで、急に身分を上げて王の息子とす

るのは雌しかった。そこで、しばらく故郷に

州しlI!iWJを待つことにした。その後、王に世

継ぎがなく、ついに忠金松兼を呼ひ'干寄せて封
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じて1ft継ぎとし、やがて思金松兼は大いなる

位に問lいたのである。これにより、二年にー

!司、 f盟主はみずから久商品に行幸し、さらに

毎年一凶、外岡根人ならびに祝女が御仲門よ

り魚類数品を恭献すると、祝女を内院に召し

入らせて盛主主を賜り、茶やたばこ等を恩闘の

品として与えた。根人も御五貫一双を闘った。

なお、康照庚子の成 (59年:1720) には、

そうした献上の制度を廃止したという。 (7遺

者説伝』巻2第74話)2 

これとは別に、道光 27年(1847)の「夕、高島

旧記」が存在する:¥この年代が撰述された時期

なのか転写された時期なのか注意を要するが、そ

の内容からして、小島理砲氏の指摘の通り、他の

旧記のように「遁老説伝』の原話となったもので

はなく、むしろ『遣者説伝』の内容を和文化した

ものと考えられるc 明治期、久向島を訪ねた田島

利三郎が書写したテクストは外問恨人所蔵の原書

からのものとみられる七

なお、『琉球団旧記』では、白壷をめぐる部分

で天係氏の時代の老夫婦「阿名呉之子J r阿名呉

之姥」とする「俗説」のみ掲載している。また、

琉球処分後の「同治 13年」の「間得大君御殿井

御城御規式之御次第J (明治 17年:1880)でも、

「久尚之大主」が五穀の楠子の入った小壷を見つ

けて、島でf1てた極を天孫氏に献上したとある。

これに対して、『遺老説伝』と「久商品旧記」で

は、さらにその後の展開が述べられている点に注

目したい。つまり、外聞根人の次女が「禁城」に

IU仕して王に寵愛されて懐妊するが、宮中での嫉

妬にいたたまれなくなって島に戻り、そこで金松

総(思金松兼)を産み育て、まだ幼い金松兼が堂々

と王の前に名乗り UIて、やがて王位を継与えすると

いうものである。つまり、外聞根人は王の外戚と

なるのであるが、この玉がL‘かなる王統に位置す

るのかよく分からない。「禁城』とのみ記される

王城の所在地は、首里と解してよいのだろうか。

ここで、自樽に妻を嬰らせた玉城按司の地域に注

目すると、 rおもろさうし』第6の309では「島

'1' J と称えられており、久商品の恨人(草分け)

の夫婦で安の方が高貨な出自であって、穀物の種

子という価値あるものを夫ひいては国にもたらす

点は、良夫の子でありながら、勝連城主の前に罷

り111て、その娘の見なてで夫鮒となり、主が黄金

を見つけ111 し l:への過を』かんだ察度~Eの伝放と頬

似するところがある 5。

久商品が特別な祭rst!J:の地位を有するように

なったのは、『遺老i提伝』によれば、金松JItが王

に即位してからのことだという。しかしながら、

「球防』の編纂:r.-がその記事を時系列U:明確にす

ることは岡雌であったと考えられる。「中山Iせ譜』

を参照すると、第 .(!ij氏では:Eの武名も王母や妃

の名も全て r不伝」である。 rおもろさうし』に
ごえ< .. Jた色.1. も

は越米i吐のj:がl判泰久~E (良太求思い)の外祖父

にあたると解せるオモロがあり(第2の78)、こ

れを史実とすると、越来扱・司の娘が尚巴志、の妻妾

であったことになる。また、r'111II世譜』では r;n
老の伝に云う有り」として、尚泰久王が越来王子

であった時に「世J!I!休J を友=とし、その聞に儲け

た子が ru:洲彼iilJW:洲は第 16にオモロあり)

と祢されたという説を制介しているが、「虚実弁

じ難し」と l祈っている。 IBI~I の客観性の点では、

英祖・察度をそれぞれ担lとする中山の王統も居城

も定かでないl旬 III~E も同様であろう。このような

古琉球の主統J時に久尚J:~III身の金絵Jltが:Eになっ

たという ILl米引を位Wlづける余地はない。それだ

けに、「琉球(iil川記』のごと<_l:iliの天孫氏の時

代とした方が熊雌だったのだろう。

ただし、向での然組は金丸が尚徳~Eに仕えてい

た頃には既に「先 E ノíI~JJ (11'中ILJ Il_t鑑』巻4) と

されていた。 rj白老i説伝J~2 郁 74 ，訴は、 r琉球

困111記』と同じように「住古之世」のことと断つ

てはいるけれども、近i吐琉球の人々にとって、実

際に存在する慣行や[眠l家的制度の山緒をより強く

感じさせる史B訴として構成されている。現存の「久

商品l日記」が『遣者説伝』を参照して成立したも

のならば、品の人々にとって、それがより好まし

い内容であったからではないだろうか。

さらに、久，r.~向については、 UHitJ.大君が自ら島

に渡って祭，j{!を行っていた時代を示す話もある

(附巻第 134，活)。ある時、IlHitJ.大君が久尚島に

渡ろうとして大府lにj漂流してしまい、その後、疏

球中にI11魁が~I: じた。そこに、君原物(キンマモ

ン)の神が出現し、その行方を知らせたので、場

天祝女らが船を出して迎えにいき、無事帰凶した

ものの、王械には反らず、与那原で余生を送ると
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いう筋である。

往昔の世、聞得大君加那志が侍女数十人を引

き連れ、船に座乗して久高島に赴き、祭相を

執り行おうとされた。沖に出ると、にわかに

逆風に遭い部流して日本に行き着いた。それ

から、歳月が経ち、杏として行方知らずと

なった。この時、琉球では早魁が非常に厳し

くなり、五殺は収穫できず、人民は困窮した。

これにより、硯磁を招集し、何度も何度も問

うと、親温みな言うには「このことは、閲得

大君加那志、が風によって漂わされ他国に滞在

されているからですJ と。ある日、君摩物の

神が在らせられ、次の様に仰せた。「今、大

詰加那志は日本に逗留されています。汝らは

速やかに日本に向けて出航し、お迎えしなさ

いJ。こうして、場天祝女は命を奉り船頭と

なり、大城祝女を副船頭とした。そして、女

人数十名を引き連れ大洋に出航した(場天祝

女は出航の際、沙明川の許しを得てから出発

した。沙美川とは場天祝女の父のことであ

る)。日本国に向かうと順風となり、日日も

かからず、すぐにとある場所に到着し、つつ

しんで大君の尊顔に見えることができた。場

天祝女は御前にぬかずき、こう言った。「わ

たくしどもが思い切って此の地に来たのは、

大君加那志をお迎えに参上したからです。す

ぐお帰りになることをお願い巾し上げますお

こうして大君加那志は場天祝女らとともに帰

帆し、ある浜{斉場御蹴下の詩誼詰;こ帰着し

たという説がある。どちらが正しいのかいま

だに分からない)に帰って来た。浜辺では、

祝女の父がうやうやしく酒杯を献じ、お迎え

の喜びを示した。しかし、大君加那志は居る

べき所に帰ることを願わず、大里間切の与那

原村に宮舎を構え、ずっとそこで暮らし、後

にここで嘉去された。そこで、その御霊骨を

収めて三滞獄に埋葬した。人々は尊信して神

としている。

また云うには、多志好魚は、もともと琉球の

海にはいない。場天祝女が日本よりこの魚を

持ち帰り琉球の海に放してやった。これによ

り、場天祝女が馬天の浜に居る時には、この

魚は場天に浮上して出て来た。また与那原に

居る時には、その浜に出て米た。この祝女の

居場所に応じて起き上がって来たのである。

(r遺老説伝』附巻第 134話)6 

キンマモンは琉球悶有の神として、鹿長年間

(1596"'"' 1614)に来琉した袋中上人の「琉球神

道記』巻5に言及されている。それは『守護ノ神」

であり r海底ヲ宮トス。毎月出テ託アリ。所所ノ
ガミパヤシ アラ

拝林ニ遊給フ。七年一回ノ新神ハ、二七日ノ御託
カイ ..，ン

ナリ。遠海諸嶋、余議ナクシテ、同日同時ノ出現

ナリ」とあり、至るところに出現する 70 「神離
と草 タグ

給フ則ンパ、女等径チニ死ス」とあるのは、特定

の女性を介して神のことばを伝える寄在であった

ことを示す。託女とはめかんなぎのことである。

そして、「託女三十三人ハ皆以王家也。妃モ其ー
すベ

ツナリ。聞得君ヲ長トス。都テ君ト称ス。此外、

夷中辺土ノ託女ハ、数モ定リナシJ とあり、その

祭租は聞得大君を頂点とする女官が執り行うこと

になっていた。

『遺老説伝』の説話では、斉場御識も言及され

ているけれども、与那原に聞得大君を連れ帰った

場天祝女の由緒が主題のようである。なお、場天

祝女の父沙明JfI(沙美川、沙明嘉)は、第一尚氏

初代の尚思紹王の父でもある (r佐銘川大ぬし由

来記』琉球大学附属図書館伊波普猷文庫)。陛代

の聞得大君の御新下では、斉場御掛への途上、必

ず佐敷間切の馬天浜を通過し、場天(馬天)のろ

くもいのもてなしを受ける慣例があった。『琉球

国旧記』では閲得大君が玉城に戻らず与那原で亡

くなったことについて、「俗説J として、「官舎」

を『小庵」に置き換えている。また、その霊骨を

面nったという「三津蹴」について所在を記載して

いない。間得大君が琉球全土の最高神女となる過

程は、第二尚氏による中央集権化と並行している 80

この説話は、なぜ聞得大君が久商品に渡海しない

のか、実際の経緯とは別に近世の制度の由来を伝

えている。

2. 久米島

首里の西方東シナ海上にある久米島には字江城

(中城)と具志川の二大城世があり、 rおもろさう

し』には島の支配者を「中城思いJr肝・高の盟、い」

(第11の575)と称えるオモロがあり、第21(1623 

-5ー



w球大''1:教育学部紀梨第お7m

{I'編纂)は「くめのコrflJ切おもろ御さうし Jであるむ

沖縄本向の中城グスクは摘す・尚氏lUlの内乱で尚若手

久王 5il' (1458)に部城したとされ、久米j;bの

1I1械は 17IIt紀末に1111切名にl刻んで付1m械と改名

されるまで、その名を止めていた。 r球陶』では、

n志川グスクの械 i:lI仁I11鱒披ilJ(伊政索按司の

次リIJ)が'11111のJ'Cによって減ぼされた時IUIについ

て、その柏捕の中同年けから尚l'!王30年 (506)

以降と挑測している。これは、向の雨上級祝Sとで

ある丹市風が参加した尚氏王 24il~ (1500)の八

爪山lil:l日t後の1Iff':であり、中111が中国に朝貞した

洪武ilq:自(1:368 ...... 1398)には服属していたと

いう編纂者・らの認識と隊l師を来すため、「陛l些己

及、英従前評』と結んでいる。

r遺在・説伝』には、『住背之i吐」に島を支配して

いた伊政~~館司と凹人の息子と中械・具志川の落

城に!則する説，活が三つある。その資料とみられる

のが、乾隆8il~ (1743)に:E府に拠出された「久

米山仲mlllJ切旧記」と「久米自H本川間切旧記」

である。それにJ己される地域の伝法はF迫者説伝』

において、どのような史話・史伝として構成され

ているのであろうか。

「久米山H志111UIJ 切IFIi1t.lJ では、 0.政宗按司の

J~ !)Jを1'1城按司、次男(まによく栂按司)を具

志川股訂!としており、『球間』と符口・する。この

次リjが三代mのn志川城主「まかねこJを迫い払

い、n..ι/11被iiJと祢するようになったと旧iit.lは述
べる。 r~ ，しきなは」の111 自については、「御元祖
(ht{ ひ~~(

愛政相<~倣f\JJ号、 {I~)長久政放イミ相生11候J と断って

いる。この点、 rj白老説伝』巻 l第 48話も同じ

であるが、 i長男を r瀧城大臣子」、妻胞の三男「さ

すちやら」を間引「笠未若茶良」としており、迫

~ ，カZある。
いl..!I伝わ" t: 

大iizのこと、伊政栄抜司という者がいた。い

かなる者の末商なのか誰も知らない。久米自

の民であり、 l川人の息子がいた。長男の名は

結城大凶子といった。~~~~村で 1:地の善し JE

しを Iljい、そこに住民を構えた。今の久米向

御蔵の地である。次則は十'1城肱司と祢したo

{!II IH城を築き}，î~城としていた。三男はJ!.志川

被IiJと11'子ばれ、 n志川城 E[城主カ]であっ

た。間引の名は笠末i'i茶良といい、登武耳目別i

の地に0:んでいた。彼らの父伊敷'ぷ蚊司は、

中山が久米島を征伐した際に官軍によって減

ぼされ、その遺骸は伊敷索山に葬られた。後

の人はそれを尊信して神獄とした。獄には三

つの神がいらっしゃるe 一つは久米の世の主
aらふらいきずか書

の伊部と云い、一つは阿武来指笠の伊部と云
とよt:す

い、 一・つは盟添の君の伊部と云う。(u"遺老説

伝』巻 l第48話)9 

伊敷索按司の出自については、 Fおもろさうし』

第 10に本島南部の摩文仁の『しきしけした(伊政

下)J と久米島の r~ ，ちなは(伊政索)J の浦を祢

える二つのオモロがある (538と539)0r久米島

H-志/11間切l日記」によれば、兼城大屋子は伊政索

按司の娘婿であって、娘がきょうだいの鼠年長で

あれば、その夫の兼城大屋子が伊政索按司の長男

にあたるという解釈も可能ではある。その子孫に

ついて同旧記は「在所も本δ不相替子今有之候」

というので、中山による征服の際に滅亡せず存続

したことが分かる。そして、この部分こそ、つと

に伊波普猷らが指嫡しているように 10、久米島

が首里王府の知らない聞に本島中南部あたりから

渡米した按司によって征服されていたことを示す

証左なのである。

円里王府による久米島の征服について、 T球陽J

巻 3尚真王 30年(1506)の附「久米島始建具

志川城」は具志川城の興亡について述べるのみで

ある。 r遺老説伝』巻 l第 49話では、中城を攻

めあぐねた中山の軍勢が貝.志川に矛先を変えると

ほどなくして陥落し、それを見た中城按司は後事
どう ひや

を「堂の比屋」に託して行方知らずとなったと述

べ 11、ここに伊政索按司の勢力が滅びたという

認識が読み取れる。

tE背の世に、久米島の儀問村に{中城按司とい

う者がいた。彼こそすなわち伊敷索按司の第

二子である。まだ按司でなかった時分、太城

山に城を建て、石を運び垣を築かせようとし
nとむ =

ていた折り、突如ー婦女(その名を音知小堂

の比陪の蝉女という。比屋から逃げ出して隠

れ住んでいた)が掛の中から出て来た。按司

に告げ「わたくしが、この地を熟視しますと、

仲城山をしのぐところはありません。この山

は、掛婦として高くそびえ、周辺四方は険し

し地勢は厚深です。甘泉があり景色もどこ

までも広がっています。伏して乞い願いますc
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石を運び垣を築き、城をこの山に建てること

は、なんと良いことではないでしょうかJ と

言った。按司は大いに喜び、兵士を引き連れ、

その山に登ると、弓矢を取り四方に放ち、そ

の土地の良さを理解した。そこで、その山の

神を他所に移し安値してから城を築こうとし

た。突然、神託がありお告げして『元来、高

山に居り、しだいしだいになじみ長いことに

なる。高い所に移して安穏をもたらしいてほ

しい。もし低い所に移すと、わたしの願いは

叶わないぞJ と言った。按司はその神託の通

り、神谷浜に行き、山の神を受けると、ほど

なくして小舟を進め、計呂字地泊に着くと、

比嘉誠に泰移した。この問、まえあ議室に城

壁を建てさせた。竣工の時を迎えると、按可

は吉日を選んで城を濯し、ただひとり権勢を

ほしいままにすることになった。広い範聞に

わたって人民を支配し按司と自称したのであ

る。

この時、中山では大軍を遣わし、久米品に到

着すると、ただちに仲城按司を攻めた。しか

し、按司は堅固な城郭に頼り降伏しようとし

なかった。官軍もまたその城が攻めにくいの

で、兵士を退かせ、まず具志川城を攻めて戦っ

た。数日も経ずして、官軍は大勝利を収めた。

このことを聞いて仲城按司は大いに驚き、一

幼児を堂の比屋に預け、喜志良思掛の中に逃

亡し、行方知らずとなった。そして、城もま

た滅亡したのである。

堂の比屋は幼き按司の子を育てることとして

自分の家で養育し、さらにこの子に父のっと

めを継がせようとした。その後、中山の王は

按司の子を盛り立てて城主にしようとした。

すると、堂の比屋に謀反の心が芽生えた。そ

して、その幼子を呼び、詐って普を結う様子

を示すと、その瞬間に万を抜いて斬首し、急

病で死んだと言った。そうして主殺しの悪名

から逃れようとしたのである。そうして比匡

は中山に参内し、久米域守にしてくれるよう

に諦願した。やがて眼を乞い帰郷する時にな

り、人々はみな久米島の真謝の津に出て比匡

を迎えもてなそうとした。比屋はおのずから

威勢を笠に着て賑る舞い、その答礼は大変不

蝶なものであった。すぐに乗馬に鞭を加えて

走らせ、城門に入ろうとしたその時、なんと、

その馬がつまずき地而に脚をぶつけ倒れてし

まった。比屈はもんどり打って落馬し、腰に

下げた刀が刺さって死んでしまった。

後世の人は、なおも技司の~1.tを神として崇

倍している。(!i"遺老説伝』巻 l第49)12 

中械の落城後、「堂の比回」が引き取っていた

技司の子が中山によって中城械主に任じられるこ

とを知ると、これを拭逆して中山に取り入り、代

わりにその地位を得たが、意気倒々と入城しよう

としたところ断死するという筋は「久米品具志川

間切旧記」と変わらない。

ところで、同旧記によれば、それ以前、中山の

if-{勢は中城・ n志川城の攻略に失敗して島から退

去しており、征服に失敗していたのである。中城

按司に迫害され伊平14品に逃れていた具志堅三兄

弟が加わることによって、はじめて""城域内を炎

上させることができ、具志川城では按司の乳父(め

のと)の「よなふしのひや(世那節大比出)Jの

裏切りで城の水測を絶ち、ょうやく陥部させるこ

とができた。 Ot蚊索按司が次到の乳母の夫として

よなふしのひや(世耳目節大比凪)に日を掛けてい

たことを読み取ることができるが、これも土清の

有力者を懐柔する手段だったのかもしれない。『球

陽』の附記「久米品始辿具志川城」は断片的な記

述に止まっている。これに対して、 11=1記は、首里

王府と久米島とのIIUにあった緊張関係と久米島内

部の複雑な権力構造を示唆している。 r迫老説伝』

では、 r球関』の附「久米自始u!具志川械」に比

べ「史話』として完結した内容になっているけれ

ども、具志川城のくだりでは按司の乳父について

触れず、旧記の示唆するところは r球陥』以上に

捨象されている。

他方において、中械の築城にまつわる山神のく

だりは不詳の地名もあり現存の旧記に見られな

い。ただ、「久米自{中型間切旧iraJに「鴎尻付比

嘉御獄之能、むかし久米中城御蹴δ御神御移、御

獄ニ成候由」とある記事と対応しているようであ

り、この比嘉蹴のある場所は『頂上が三角形になっ

た、一番高〈見える山だという J 1:1ので、神話に

応えたことになるのだろう。しかし、いかに要書

の地に築城しても、守り神を敬して述ざけるよう

-7ー



琉球大学教育学ffll紀要第87m

な行為には、いずれ減びるとし寸命運が暗示され

ているかのようである。

なお、 rおもろさうし』の久米島の支配者を称
まもの

えるオモロには「点物若てだJrかさず若てだJ(第

11の 568.......570)とL寸呼称がある。 F}fI老説伝』

において、それを街併とさせるのは、伊敷索按司

にj白河された末子の笠末若茶良(さすちやら)の

!と伝である(巻 I第 50話)。
ヒんな:: f)さす bか九やら

むかし、久米島の登武耶覇の地に笠末若茶良
い L~なわあコ

という苦が~，た。彼こそすなわち伊敷宗t安司
の凹男である。その人と為りは、!fii誌は広く

て奥深〈、居動は常人と異なり、その行いは

全て仁義に適うもので、いつも落ち着き払っ

ていた。それで、君真物の神が時々出現し、

その品行を大いに賞貸することがあった。そ

れを見た父は、憎み嫉みの感情を抱き、人知

れず邪な計略をめぐらし、彼に漏れ衣を着

せて殺そうとした。その妻はそれをいさめて

Jった。「この子には罪などありません。ど

うして亡き者にしようとするのですか」。こ

うして、何度も固くいさめ続けた。伊敷索は

激怒し、おのれの妻子を東国島に放逐しよう

とした。そして、伊敷索はみずから1u勢を率

いて登武J111l1JIに前進し蝿山門に攻め入った。

不J庄のことであったので、若茶良が逃げ出す

ことはまことに困難であった。そこで、刀を

引っ提げて応戦し、敵のー隊を殺悔して退か

せ、宮武那捌から出て逃亡しようとした。そ

の父は'tl(勢が大敗したのを見て、馬を進ませ

て疾走したが、やがて平良原を過ぎると、突

然、立噌田の中に落ち込んでしまい楯で顔を

出い隠れた。若茶良は馬から下りて急いて・駆

けつけ、みずから父の手を取り、泥の中から

111るのを助け、水を担いで来て、父の体を洗っ

た。そして、ようやく父に向かってこう言っ

た。「父が子を殺そうとしても、もとより子

に父を亡き者にしようとする意志などありま

せん。今、兵士連を設したのは、ただ自分に

向けられた鉾先から身を守ろうとしただけで

すれそうして父を伊政索に送り届けた。

ある日、若茶良は母上の御機嫌を伺おうと思

~ 1立ち、小舟に乗って粟国島に行こうとした。

沖に出ると、にわかに逆風に遭い漂流して拝

崎で坐僻した。すぐに降口の地に行き、しば

らくそこを仮0:まいにすることにした。官五!と

の村民はそれを見て、粥を送り救った。この
へとふひや

時、、l主度比回という針がいた。 ~I: まれっき邪

悪で陰険な性怖で、平気で!I!{事をはたらくの

であった。1'1茶良の Jltが~ø，~し、降口の地に

寓屈していることをIlHくと、若茶iミの父に告

げて Jった。「今や'1'1茶良の死I~J はもう迫っ

ております。どうしてこの時に乗じて彼を殺

さないのですかれ父の按司は大変碍び、選

りすぐりの兵士を急いで!sめ、才7茶良を捕ま

えようとした。 1';茶良もまた彼らと戦い、殺

した兵士は数えきれないほどであった。若茶

iミは勝利を収めたけれども、体にやや刀備を

負ったので、激しい恥掃を感じた。そして、

天を仰き暁息してこう，Iった。『我が命を欽っ

たのは、':;C5Jf.の村人である。我を死に迫いやっ

たのは、、1'-度比凶である。願わくは皇天!日土

よ、二人の心制を鑑みて、時ilL!の脅れるを賜わ

れ。たとえ殺が身は~U:の庇に部ちるとも遺

恨なし」と。ついにおのれの肖を自らはねて

死んだ。

後に二人の子孫にはIVJかなしるしが生じた。

官、!との村人は子孫が多く繁栄した。主iι)!t比屋

のー肢には刷出Eにかかる者やjM蛇にI攻まれる

お・がtllた。村人は特別に若茶良の霊廿を登武

JJII羽iに搾った。後i皆、霊験がしばしば現れ、

ついに神蹴とし、人々はみな~:H試するように

なった。(「j自主・説伝」巻l第50;ì，~) 14 

この;fliによると、笠末若茶良の掛Jj_tと人怖を褒

めてUl~物?lfl (詰まもの:キンマモン)がその前

に出現したと"，う。ここでは、子をねたみ憎む不

仁の父とヂ:順な息子との制克が揃かれている。ま

た、 Mの取りなしに逆 J:して妻子を飲淫するよう

な按司の横暴な人間像が浮き彫りにされている。

この訴は「かさすわかちゃら』を r"，しきなは按

司四男』とする「久米向仲!旦1111切旧記」を敵前し

たものである。同IUiit.!では「彼人、 i怪人ニ相降、

姿厳敷有之、 uまも之時、いしきなは彼司/j先立、

かさす持ちゃらiLU1'iもの御向被成候ニ付、いし

きなは按HJ、伊勢子息、ニ被趨候を却j被思百、 Jtδ

悪心出米、かさす若ちやらを可i討1e被成候故、無

罪対候企有問敷111、内情右按可n:異見被申候を、
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立腹ニ而、彼内儀は故郷架同嶋へ彼召渡」とある。

キンマモンが般司を差LIirlいて笠末若茶良のi湖に
IU現したこと、 j安司を諌める'M(内儀)が紫同島

に迫放されていたことなど、筋はほぼ一致してい
とん'.lU

る。笠末若茶良の住居があったという登武那覇は

仲m間切にあるので、当地の人々にとって保持の

対象になっていたことも同旧記の通りである。

ただし、異説もある。地峨の拠なる「久米島具

本川間切旧記」では、「此がさすちやらハ、美男

殊人勝有之候処、 PII代ニきみまもの時、者・若山女

きみまもニハ不I旬、このかさすちやら按司ニ相向

候故、御継母虚17を構ひ、御父いしきなは彼司江

誕百ニ付」とあり、美麗な笠末若茶良がキンマモ

ンの出現よりも人々の注目を集めたことが、伊敷

栄按司の不興をnった理山とする。また、その正

室が妾の身分である笠末若茶良の母を菓凶向に追

い出したり、 1主;fミ若茶良について謹言したりして

いたことが記されている。こうした側而が示され

ない「久米島仲盟問切旧記」と『遺老説伝』では、

伊政索按司当人の専横な性怖と行いがより一周強

調されているといえよう。

さらに、 F過者説伝』では、笠米若茶良につい

て『仁義J という人格的な資質を示し、後代まで

呪いと福を及ぼす笠末若茶良の最期は、 r!;¥天后
~b に求め訴える安に改変され 15 、漢語による
表現にともない、儒教的な倫J!I!聞が込められ中図

的な所作(仰不備子天)が念頭に置かれている。

その上で、笠米若茶良の遺骸が「霊骨』として
とん令は

笠武那覇に葬られ、その地が rpll獄」になったこ

とを記して結びとしている。 -&1第 48訴では中

山によって滅ぼされたと~)う(Jt敷索按司が久米島

の「世の主」としてイペ(御獄)で島民に祭租さ

れていることが明記されており、巻 l第 49話文

末の「按司i1J.1~h も「久米島具志川間切旧記」に「御
子中城按司、くし川按司御孫御亡候付而、もはや

無頼方被思百、御病死為被成IlJ、相伝申候」とあ

ることを合わせ考えると、堂の比屋ではなく伊敷

索披司のものを指すのであろう。

以上、旧記と対照することにより、史話・史伝

としての r遺老説伝』の説話の特色を明らかにし

ようと試みた。久米島の支配者について司えば、

その編纂者は、城塞と御搬を拠り所に島民に伝承

されている記憶(遺老の説伝)を中央の統治者の

立場で備成した史;t，~・史伝に限き換えたのである。
その中の人物像は『おもろさうしJより只.体的で

あって、個々の性協や感情が1<.現されている。た

だし、そのコンテクストとは、減ぶべきものが減

ぷべくして減んだというものである。また、 it{J!~
王以前のこととして読まれてもかまわない位i白づ

けである。慨して、 r遺老説伝』には、旧記等を

史料として敏い、異説を整理し、史実を確定して

叙述しようとする意図は希薄である。地方の陛史

的人物は、中央の倫理的観点から類型的に扱わ

れている。もし、旧記が浬減していたならば 16、

中央で締成した史，活・史伝のみが島の歴史と人物

を踊るテクストになっていたはずである。

3.沖縄本島中南部

『おもろさうし』では沖制本J与を上下に分けて

いるが、下は~fll判部の地域であり、「真物1止の主」
など披司を称えるオモロは北部に比べ圧倒的に

多い。玉城(巻 I第8話)は「島中」という別

名をもって福われる(第6の309)0i'適者説伝』

には、この地域の按可をめぐる，訴も掲載されてい
こめす

る。これは、 i中縄本島南端の米須地域を舞台とし

たものである。

大昔の時、米次按司という者がおり、米次械

を居城としていた。その夫人は節操堅くおし

とやかな性院で、その度Mには賢〈機敏なと

ころがあった。さらに傾同の色香を涼わせる

絶|止の美人であった。ある日、我潮の子とい

う者が突然その姿を見て、ひどく思慕するよ

うになった。あせりいらつき身も心もやつれ、

一日を過ごすことがまるで一年を過ごすよう

に長〈感じられた。急に絶好の悪だくみがひ

らめくと、披司の館に参上し、こう司った。

「今日は、天気は晴れて~も少なく、波は静
かで風も認やかです。カモメは砂浜の上を飛

び、魚は海而に群れていて、とても素附らし

い光景です。 j止非、海に行き漁をして楽しみ

ましょう」。これを聞いて按司は喜んだ。夫

人はそれを11:めるよう言った。「わたくしは、

昨夜、夢を見ましたが非常に悪いものでし

た。舟が朗躍して溺れるのではないかと問、い

ます。漁に出かけて遊ぶようなことはしては
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なりません」。強い調子で舵司に忠告したが、

按i司は聞き入れようとしなかった。とうと

う、我瀬の子と一緒に海ti!に行き、網を打ち

f.(tを採りだした。按司は漁に夢中の余り、ほ

かには一瞥もくれることがなかった。そこで

我瀬の子は錨を院ちに抜きIHして按司を刺し

殺し、その遺骸を海中に政り捨てたのである。

かたわらでそれを見ていた人は歯ぎしりして

刑んだものの、日を閉ざしていたc ただ、也t

かに夫人には伝えた。夫人はこれをIJHくと突

働し、限りが無いほどであった。そして、非

常に意外かつ不審に思ったι そニで人知れず

城を離れて隠れ住んだ。我瀬は婚しくてたま

らず、米次按Ii]の夫人を1'1分のものにしよう

とした。按oJを殺してからほどなく彼吋!の館

に米たが、夫人は逃げ11¥しておりいなかった。

そこで、ただちに按司の以上坊で撤文を各地に

111して行方を探し;求めた。犬人は塩をうむる婦

klこ妨装し、 l待機をうかがい仇討ちをするこ

とにした。方々を巡り歩いていると、 J~瀬に

偶然UI会ってしまった。~~瀬は商いの長，.kで

はないのではないかと疑い、近づけて f紺lを

観察し、再主にわたって ~-.}mJ した。そうして

吋の夫人であることが分かった。按司の舶に

入るように強要し、強引に邪な関係を結ぼう

としたが、犬人I主従おうとしなかったっ ft瀬

は激怒して剣を予に取り、刺し殺そうとした

が、夫人は死を恐れず自分を刺すように.Xっ

たc 我瀬は刺し殺すわけにもいかず、力ずく

で人倫に背く|則係を結ぼうとしたD そこで、

犬人は崩してこう言った。「拙司はお亡くな

りになられましたが、まだ幾月もたっており

ません。わたくしは、ここに住んだまま泊に

はずれた関係をもつことに耐えられません。

必ず古日を選んで一緒に某ILJに行き、そこで

本を切り倒しら!般を建てたなら、あなた慌の

Jうことにt，'(:~ ・ましょう」。我瀬はとても喜

び、日取りを約束した。その日になると、夫

人は・人の女児を連れて儲かにのみーrを懐

きll1;瀬嵩に登った。我瀬にi凶を飲むように勧

めると、我瀬は欣然雀蹴として大喜し、ひど

く納iIこ酔った。夫人は我瀬に両手で樹木の回

りを抱いて材木の太さを.U.るように;tったc

我瀬が夫人の言いつけを聞いて空を仰いで樹

木を抱くのを見ると、犬人は密かにのみを出

して我瀬の交差した手の叩に打ち込んだ。我

潮は自分をftilして命だけは助けてくれるよう

乞うたが、夫人は何度もののしり武め立て、

ついに我瀬を刺し殺し、按司の仇i討ちを果た

したのである。けれども、これまでに長い歳

月が経っており、このことを考証してより詳

しく知ることはできない。 (r遺老説伝』巻 1

第 25話) 17 

米次城は、『蹴球閏旧記」巻5において六つの

古城のーっとして挙げられており、これと同じ内

符の話が掲載されている。先行する『琉球団由来

ij山には「住-Iii、有米次按司旧跡。詳ヨヤノ諦文

見タリ J (巻 12~争処祭砲、摩文仁間切、米次村、

111跡)とあり、地域の伝承を取材して作成された

ことが窺える。

次の話は、行!担のすぐ西方にある西lJ;(に城を構

えていたという、ある抜司の行状を記述するもの

である。

むかし、 l'刷;(間切に事地城があった。その城

主の名は熱111子と言った。その勇猛さと力は
あっf! L 

卓絶しており、人々は熱田子を恐れていたc
き，;: ft $，じ

城の隣にtltiit.l武多按司という者がおり、熱旧

子とはlL~ • に激情を交えながらつき合う仲で

あったc 熱岡が津記武多按司の夫人を見る

と、非常にあでやかな脊姿をしており、それ

以米いつも気にしていた。ある日、魚釣りか

ら帰る時に、その夫人が亭良佐井で髭を洗っ

ているのを見かけた。熱田はその背後にこっ

そり忍び得り、足の指で夫人の尻をさわって

からかった。夫人は怒って津記武多按司に知

らせた。被ilJは大いに怒り、はかりごとを巡

らせようとした。しかし、彼の勇猛ぶりを恐

れ、兵士を動かし事を構えることをしなかっ

た。熱田は政司の怒りを知り、ついに策士を

招いてはかりごとを企てたc もし早めにはか

りごとを行わなければ、相手から'，'fを受ける

だろうということで、こちらのはかりごとは

かくかくしかじかと決めていった。そうして、

彼司のもとを訪ねた。肱司が酒席を設けて彼

をもてなすと、熱聞はこう言った。「按司に

はー振りの宝剣があると伺っておりますが」。
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そして、一目見せてくれるよう頼み込んだ。

くだんの宝剣を手に取ると、これを振り下ろ

して按司を真っ二つに祈り捨て、むやみに家

中の人々の命を導った。ただ按司の夫人だけ

を生かして妻にすることだけを考えていたの

である。夫人は河に身を投げて亡くなった。

このことを聞いて今帰仁按司は激怒し、みず

から大i1Iを従えて熱田を征伐し処刑しようと

した。風雲急を告げるも、幸地域内の兵士は

わずかであった。ここで熱田は-31-を案じた。

出迎えて謝罪L、城内に入るようお伺いし、

盛大な酒宴を設けてねぎらったのである。今

帰仁按司の三つのJI(勢が大いに陥町して帰る

と、熱問は自分の兵士を翁長村の北山に待ち

伏せさせて彼らを殺した。今帰仁披司もここ

で討ち死にした。この北山の名を今帰仁山と

言うのはそのためである。この時、按司の長

が四人おり、協議して兵を挙げ討伐し罰を与

えることになった。こうして熱聞はついに減

亡したのである。その墓は石鍋御搬の東にあ

る。今でも、その末商が翁長村には多く居て墓を

守っている。 (f迫老説伝』巻3第 103話) 18 

かつて、本島南部においても、按司の地位を築

奪する者・がおり、按司I詞l土の抗争があった。後者

の話では、今帰仁按司が首盟に隣接するところま

で兵を進めているのに、これに対する首型王府の

対応は明確ではない。いつの事件なのかもとより

不明であるが、今帰仁グスクの落城以前(1416

年)のことであることは十分規える。しかしなが

ら、米次肱司や幸地域主のような存在は、その滅

亡が首里中心の歴史の流の中に明確に位l置づけら

れた、北山王(尚思紹王 11年:1416)、市山王(尚

巴志王 811;: 1429)、111城グスク・!蹄辿グスク

(尚泰久王5年:1458)の城主とは扱いが異なる。

それでも、米次按司lま当該の人物かどうか別とし

て『おもそさうし』第8の409に繭われる存在

であるし、熱田子については『遺者説伝』編纂の

時点で誌があり 19、それを守る子孫が存在すると

いう、既史を偲ぶ拠り所があった 20。この二つの

話に共通するのは、ある邪なあるいは粗暴な男が

夫を亡き者・とし美しい人妻を手に入れようとした

が叶わず、かえって仇討ちされたり攻め立てられ

たりして滅亡することである。なお、米次城につ

いて、 r琉球IIiJ旧記』巻 5と r遺老説伝』の文章

には差異がある。前者では俗諺としており、「遂

に刺死するを到す」の後に r1，，)まだ何なる代に築

くか知らず」として結んでいるが、後者では「以

て按司の仇に綴ゆJ としている。 r遺老説伝』の

断片的な史話には、中山による政治的統一と安定

がもたらされる以前の好知や暴力が物を言う時代

であっても、不義の者が栄えたためしはないとい

う、道義的な主強が込められているように思われ

る。

結語

以上、本向周辺の島腕を中心とする『迎老説

伝』中の史話・史伝を検討してきた。それは旧記

という各地域から提出された伝承を参照してはじ

めて成立したのであるが、その際に中央の立場に

よる改変も加えられている。しかも、一話として

完結した内容となり、 l日記が失われた場合、文字

による唯一の伝承となる可能性があった。久向島

の場合、それに該当するように思われる。これに

対して久米島と宮古島では、現存する旧記によっ

て取捨選択された部分や換骨奪胎された主題を明

らかにすることができる。 ri白老説伝』のi説話の

地域的分布では、宮古島に閲するものが多く、当

地は、独自の!歴史が長期にわたって展開した地域

である。ただし、宮古島を舞台とした説話が多い

からといって、その歴史を語ることが構想されて

いたのかどうか、慎重に考えるべきである。さら

に、改変された意図や意義について検討すること

は、近世琉球のイデオロギーを読み取る上でも重

要な作業となるだろう。厳{'t;な史書ではない本書

は、宗教的な縁起や断片的で改変された史，活・史

伝を物語ることを通して、編纂された同時代とそ

れ以降の世代に道儀を説くことも意図されていた

と考えられる。もとより、説，活には面白味を感じ

るという要素が不可欠である。 r遺老説伝』もま

た様々な説話による、様々な要素が内包されてい

るはずである。それでも、為政者の意同と金〈無

関係の市井の読み本とは異なる存在であることを

看過することはできなp。
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fJfi球大学教f1学部紀~ m・87m

I :Ij三筋では、外聞守善(校tI:)rおもそさうし」結波川腕、 2000!I'を参照している。

2 "_住市之 1ft.玉械mlt'if， ω、有ーリj 人。乳名1'.1 1札賦性至1':、保心仁義。制為善事、不敢為;医也。]~城彼司、

深復美之、 i茎以長男免武校能彼，íJ之火、安1..~他 }L 一日犬島，1 、 II~ 出野授tlt、玩楽光録。忽肴東桜之小、有一

小品。隠見波浪之問、 n鱒深奇nt張。時時日i行Wilf、用心行之。日附1!倣9 風細波飾、 JIIJ現在一励。隔海路

近。此時威勢制鏡、 1ユ』けミ到。於hl:'f.、 I~鱒深~I(此 i吐変乱、虫!以逝去海白む犬婦制jち商段、即乗小 llt 、 (;'1東而

行、米一瞬息、半:t他，:~。繋舟上!戸、遍巡四境。泉甘土肥、 ~lf附山低、'((，没品構家、以1.~倒版。 fitÎ今没有食

物。日出海辺、拾Jf，{鰍n、以致日成。 IlJ~三夫婦 JI< :iilJ{J t敷ìn、以祈子孫繁{材、食物邸.餓。未尽祈Hto 伐有一白
磁、随波浮来。自縛ぬ火人海、愛扮Jt({，i'il没波 1111、不 i'Hi 見， M女~以久留I川、休校Ht身、改~潔炎、亦

行他浜、民IIIl衣納、以{失臼章。 1'1~t:t n来袖上，制女点執Jt俗、倍閲其策、内線変三純(一小麦、 4 葉多}z

2之、一大友)、東三飢(佐久和、餅也、制{生)、 ~i. . 鮒 <mllJレj、 1i.) 、即揃Jt~fI子古附ll.I也。節厨.iE JJ 、Jl.隠出

発、括処古t左。自問深{if'M之。ヰt献之1~禁城。 i~ F二月、 Jt 必己熱。 ~!HIUi 日。王将献Jt J，;。五深高之、而頂

蛾之。即令人目袋神柄、以祭各処森i決。次賜百 1:。従此之後、 Ii.粥t段鏡、子孫繁筒、遂以1.~邑。名H之久向島。

Jt長女於PJ~ 専任祝失・臓、掌各以祭，æo HリIJl'i仁牛$!父家統、其子係延至今tlL為外1111俄人。てk

!忍鱒為 ~!.c、遂錨祭械 1ß!.c・。 11 f支鯛層域内、 Jt1.~人也、 '1: 賀貞節、待貌美随、泡呉凡人， E {f入内

宮、為 E 犬人、深当支出愛。栄光 LHtc 於足乎、思憎懐断。 III~諸姿嫉忌之。不政相1 交話。.EU，品格夫

人、謬致放 l.f~。諸妥欣欣然而存之。将其謬 lJ~ 、 11年時相謡、以為晴笑。込1鱒夫人難{年御前、遂行間回郷。

(E裕之1111、既関数月、じ当臨鉱)]，思陣意息!'Vll: 後 j紙。'I:JI7i織処、怨 H控室~、男 i役・座(至今外聞恨人

家、 1tiJEI'K剣(1)、降誕一男、名Li(~怯兼。 J，( hX じ成、桜向付問父。思防波夫人、 51答汝為無父、~lI;一身

而!P'lCc {I' ~八成、矧問父親日、夫以陰防耐 '1: (1 万物行也。況人告白父母a 何以独身無父。 í~乞悉告慰

父。恩憎)と入管説~llllílc 金松兼再 t強1問。且1防火人、不敢1i {'i知。.1lJ金除jltElr人不知父、不得為人。 活生

無益、何不 1，1.死~J。巡籾l タ絶食術!拠。於忌乎、思鱒夫人、深fI司氏絶食。制告蒙百IB!嫉 ll~。自始玉i終。説知

一選。然i女議't:海島、火 Illl容貌、ィ~f匁ボ部。錐 fjtl1附天顔之l1u。不能i茎ぶ也。故此Ilill:1問訊、不放告知也。

!忍金怯~Ii間之、即到伊敷泊、仰l白n'W [i r母侍]:側、懐妊?8身c 倹有小過、(りがJ回郷。今子長成iiij;邑、心ぷ不安、

伏祈天事Jl地紙。鑑此側f心。丞欄小幼。 n.入朝明，1:0降思無既JofIT<i!J告祈。不1放悌怠。次五七日、前侯イI前金一物、

発大光制、随波i手米。広1金r.l}~1t深奇怪之、亦展衣hIlm之。1l1liYi金瓜子也。思金松JIt)..:飲高之。叩憾:tt瓜子。のほ赴京、

即刻起身、人城諮朝。 2き械役人、或柄髭赤衣組、成1't糊f江妄進減l付。思金絵~If~宇貌E向勝。成郎}窃ìi，不納日5飽之気。

噂請入錦um~。諸役人深{ìj住之c 1lI1H之於内院。 (í 人御前含思(p.怯;1ft直出:lt瓜子子懐肉、以1.~献上日「此之瓜組

荷、b!1家f:'I{也、世界市II也。荒天昨11補、肥1:U潤時、特未紋成之女、帰梢此筒、則lti術f立飽e 結実尚早事」。玉

大笑之日「人生此jI_t_ IKI~不政庇哉Jo J.!.\(~松~日「人1i放庇、(.. 11守之有」。即ーE際共言。深歪l何院。召入思{IZ松1庭、

徳間1主総111。込1金訟1附II~J!:母放f!tl"J郷、出席懲身之rh。ニE I1H Jt'Ho 要以柄M~械内。然*泌小島。外リi係員置。難

以急l隠為列。暫回故郷、以{矢時候。 1成後王無nttt:{.、遂召忠金11Ulf封為世f、1!11践大位。 11I足型主二'F・次、親

ヰ喜久商品、 Jl毎年一次、外間恨人一枚持t!.cllJ倒{中1"1、A!i献魚努1数品、 IIlJ祝女白人l付院c恩賜l僅主主。及茶築制'，'i等物、

仮人亦防御Ji l't-双。!It照成子、総~Jt献物云爾。

:1 小島政徳(制)r神3u体系 神社編 52 沖縄J(~II3û体系編纂会、 1984 1J!) m収。

.1 [1:3前掲丹、 54・55riの解題を参照。

この黄金で倭の商船から鉄を買い、 rU!!緋ノ者ニハ鉄ヲ与へテ、 t革路;ヲ作ラセ」たという。 rlll山世鐙』巻2参照。

日 一往昔之 Ilt、聞得大n加 111;志、 J，;~的k数十、坐無~i毎船、赴久尚向、以h祭施。往抵Illj字、民泡逆風、深至日

本。己経淑JJ 、沓然11居跡。足時琉球 II~舷笛阪、 11:紙不登、民人1~4 昔。出 j辻、t{lM!諸親lß曲目、頻頻問之。銀{延命

日「怨hl聞m大君加JJsぶ1.>J風所源、持IlfE他国之欽也」司 -EHut.l!1{物神日「今大君加郡志、 i豆在日本。i'!.c等須早

僚船、 fH~11 本、以為迎(11)ロ子誌、処l)~祝k、税命，)]紛頭、 )..:11走祝女為船筑、而彼女数十人、駕舟閲i下{場天祝

女出船時、流願i少 l珂川 ffiH!:.f，j。沙 k川 7';是場天祝!.c之父也)ー赴 11 本国。順風~起、不問数日、直奈ー・処、恭得

制大君)~!倒。関l場天例 !.c総子御前H ri[:等特*此地、迎接大/JJ/II}JI;志也。 lffl'tl還故郷恋」。大君加jjjl志、遂同他

.ìS!村i、阿古~ìj~ (一説[lIlii斉湯御掛ド待.IHì白、未知qJU止)。沙明泌Hl於海辺、&!i献活盃、以為~~迎之礼。 KPi加那

志、不欲'Ji，!本処、但於大IJH郎与那IJi!村、結構宮合I自HI:I.'l湾c 後姥..u子此、1l1lJtiJt霊骨、JlI!fll三滞獄。人時fJ為神。

又云、疏球潟、原無多iぷ好魚。場天祝火、白日本11f米此魚、 r(IÎ先tl[ l'l疏湾、j録。 111足場天例火、在嶋天浜U~、此魚71-・

米子此浜。又在1].]]陥HI年、亦浮子彼ìJ~。但随其祝女19i{f'_而涼米120

7 r遺老説UU~3 第 122 ，1，1;では、頻繁に火災が生じる与郡城[lI11;I)の同郎村に r/tl'.i物 J が111現し、村名を「同慶名J

に改めるニとを勧めたので、その巡りにしたところ、火事がなくなったという。

H 伊波曽猷'さみよし身j (初出 1945{J(、 r伊波a献全集』第6巻、‘1'-凡社、 Iml3iF、収録)。

日 一、住it之 IIt、有伊敷主将彼 rtJ手fe 不知I(i~人後耐也。合t~久米山j，(、而生行114 {'o長名L-l::lfi城大屋子。符卜地兼城

トI而嫡附JJoWI今久米刈御蔵之地也。次名目仲城tû口l。嘗築('[Itn城[(û住}.'i]~Jo 三名目只;!;川絞司l。曾為H本川城

王[城主カ]也。四名H~主 *fi写良。符{l:厨子登武/Jl:m.l也。其父{Jt政官転校司布、 1I1111õE伐久米尚時、克為'((il(所減、

1而葬之子fJt政栄1110後人将(d之為神以。 鍬有三神ゎ '[=1久米之IttH}1部， -H阿武来指笠fJl日目。一日盤添之n伊部。

10 r琉琢凶111，11.1解説」七(倣山mr琉球史利益堅持」羽l:i巻、 1941{ド}。

11 þjl原持忠は r，l:七尾」が(f:J也の有力指・で、(Jt政宗の・肱に服従させられていたことを指抑する。『久米島~，mJ 附録
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liiJ t・I住事:rJR老説伝』における史話と史伝

「蛍のひやは一人なり J (初出 1940年、f('!'bR跨忠全集』第 3巻、沖縄タイムス社、 1978年、収録)。
12 ~， U:昔之位、久米山儀問邑、 fi仲械t!< “l者。此乃伊政栄彼司第二子也。米t.~tl安司時、将u!城 l二太減山。迎行
築hl時、忽有一鍋1，((名目奇知小笠之i七鼠鱒女。定i詮 l 逃の俗字 l 而隠鯛f，J)、自獄中出来。乃~'H!i司日「小
仰熟視此地。不知w械111也。他山E弘樹高銭、四闘餓幅。地*厚深、能湧廿~、而光録無制。{た乞t安司、迎石
築制、 i主械子他111。不亦可乎J，t安元l大t号、率修士卒、 ft悦Jt山、即抱弓筒、四射試之、知Jt潟地。将:Jt山
抑制、移安於他、而築城子此。忽i手i神Jt:γ(1:;r索住高山、制11ft己久。請移従(1Jl!カ 1i自処、以致1i"。宕移子
卯処、イ4中吾怠J。彼而H裳依其言、 IIIHJ:神谷浜、乃~~mÞII。己駕小舟、五.11" 1ヨ字地泊、泰移r-比五5獄。既耐
令.iiI:久知締金、制組城図。至阪工程J竣之時、按司択古巡減、独担成織。大経 1i位の別体 l目的i、自狗t俊司。
此時中山発大兵米、3ilJ 久米品、即攻仲城 t!l 司。侍城郭限岡、不敢投‘滅。官 ífl~
以 Jt械難攻、姶収其兵、前攻!t志川械 tll戦。不数日、大 fm勝健。仲械抜司聞之
大驚、即寄ー幼児於堂之比}鋭、逃入喜志良忠獄中、不知IJt所之、而減兎亦滅失-。
常之i七M、遂挙:n:・幼子、縫背之子家中、亦将此子継父策。 Jt後王要立j安;iJ之子為城主。蛍之比屋、忽萌興
心、乃行其幼子、 ilt'1.'IJ結管之状、I!IHIUt時、抜万斬首、 13忽然染病而卒。以避殺主之名。 i(U比鼠入銀子".
111 、 J{J為久米減主。己当乞暇帰郷時、衆人皆出子Jl謝rlt、 i師迎銭比屋 J.~J。比鼠自怜威勢、符礼持練、 E帥11
f使馳.!!，S。将入城門。不13.\、其所騎之潟、脚鉄撲地而倒。比M使翻身前~.(句、遂九其所~If之刀、被刺而l'湾。
後 Il!之人、~以按司堪ft為神而崇白馬。

13鴨川(島民)は久米拘束市綿の集落である。『仲里村史』第 6~ (2001 iJ!) 38・37氏、「ヒーザ御獄」を参照。
14 一、佐久米烏登武双l!m地、有笠*，笹茶ll;ft.。此 J~伊敷索彼.iJ第四子也。其為人也、提昼~深、J.il励異常。而Jt
所為者、皆循仁義、不敢乱行也。放君l'~物利I、時有出現、深};，{，Jt行。其父見之、心俄嫌嫉、附減量F ，ìt、欲2量殺
之。Jt~諌之日「児子i死無罪。がij~次~之瑚)J。屡次岡誠。 (}I政索犬怒、即逐1.. q:梨凶品。而伊敷主総税率却空軍、 tliJ
t1:ftj武郎朝、攻入侃山門13。岩糸・良以Jl:'J'I1I子窓外、誠鍛逃去。鎚刀拒戦、虫i以殺退一陣、 111外逃去。其父兄兵
勿!段縦、彼馬飽走。己過平良原、忽陥子}~.I\'l l日中。以術担fftiìfiÎ隠問:cy，若茶iミ下.U5;包来、自抱父子、扶出泥中、
即lLI水米、泳浴其父。 J~向父日 rø父欲段子、子素無tif父之恵。今所殺衆卒。~{為防其鈴也J ， inii塁至伊敷索。
・日、若茶良欲問候母線起厨。己郷小舟、赴柴I剣山。 i主低中 i芋、従迎逆風、涼至tf.筒、欄破船
~、即到降口地、而何柄~。宮平付民見之、送郷救命。当此之時、又有‘I!度比鼠者。此人賦性好
険、 1る感無忌。安附11茶良街礁磁 /It、'fl'l(1:降口地、乃fE其父日「今n茶良死JIII己至災。何不乗此時
而殺之」。父政司大問、急発精兵、欲jØJ鈎之。若茶』通信i与他相戦、段以 J~: ~匹、不知其数。 :n 茶良雄己
獲健勝、身以小受刀i旬。深致惚1折、 J'J仰天発歎モJr 絞殺{生命者、'g JドトI 人也。{史 f~ 致死者、平度比
鼠也。願皇天后土、実鐙二人之心、附跨恕之報。 li身量産至子九泉之下、無有遺恨尖 Jo .i芸 1'1刻而亡。
後二人子孫、果"'j明験。而宮平邑人子孫繁lij。平度比屋一侠目先染t/lJ症、或泡滋蛇13。故村人以l'i茶iミ霊1t、葬子
ft.iil: JJl;羽。至子後1堂、彼験腿現、遂為神獄。人皆~信滞。

15 これは恐らく琉球の天(オポツ=カグラ)と地(ニライ=カナイ)の神祇観念を演説化したものである。
16 仲I1!IIIJ切の旧記は、附初日年 (1936) に lia'b~中堅真~IH身の{II.原善忠(1890'" 1964)によって発見された資

科である。具志川IUJ切の111記は同氏の弟がI，d治 3年 1864)の写本を昭和 13!l: (1938)にjlf'1jしたもの。いず
れも琉路大学附属関i'l飢仲原普忠文雌所蔵。

17 ・、tI:古之時、有米次技IiJ者。嘗居子米次械。 Jt夫人質資良俗、llIl鼠敏徒、而有傾11iJ之色、絶世之姿。一11、孜瀬之子、
倹然見之、深以思慕之。剣i心労辛、度目剣!F。忽包奇巧之謀。到彼司府上日『今11天附雲収。海飾風n'i、鴎1fJ沙上、
魚戯波而、光策無制。;Ut主海漁魚、以為舷t業乎J。按司欽14。夫人止之臼『妾l昨夜見拶甚惑。恐1I樋舟溺没也銭。
不'{(jl:漁以遊」。強請必之。彼司不敢聡従。遂岡他到海、微網漁魚。按司深食淑if.(l、不背芸員見他処。 J比瀬之子、開I
紋I以ー錦、刺死彼司、郷楽海中潟。ラ号制之人、唆簡怨感、不欣多弓認。密u日之於夫人。夫人間之、兜働以極、大
t~JU唱。窃出城外而隠'~!J~~。我瀬喜悦、虫!段Jt夫人、己歪他府.1:、夫人法 I 逃の俗字 1:去、不在;.tt:府。~瀬急発政文、
尋党各処。由足夫人袋紛売組之婦、 ~f~時報仇、以到巡行。側迦途中。孜瀬疑~Iq前倒、百来身辺、仔創聡肴、再
三倒r::J、而知為其夫人。強滋夫人於府七、亦'1l!侵通。夫人不I'i聴従。我瀬怒犯ー鋭、将以廓l死13。夫人It死請刺。
殺瀬不忍京j死、将以強好。夫人乃!Ifjヨ日「彼司己礎、米l則数n。妥不忍住此tnjm霊也。必懐古日、 I司ttJ高山、伐
木紡旬、以聡汝言」。我淑大謀、約定日則。己崩其臼、夫人本一女児、窃俊一鑓、 i司登我瀬尚。鋭他飲酒、我瀬欣
然大潟、酪然大酔。夫人令我瀬両手抱附、以前t其材。孜瀬釘i夫人命、仰天抱樹。I!II夫人管出小盤、 t打r~穿F他両掌
我瀬，11'/3邦H紋命。夫人t1j三脚叱、遂到刺死、以線被司之仇突。然j綬年己久、!.!従術m!d，

18一、 fld¥'、西原有準地域。Jt主名目熱UI子。勇力過人、人抑制i之。隣有WJI己式多彼司者。与熱IlH.，相交情熱。
仰見t安司夫人、甚fj艶色、心常思之。一日釣f!.l四時、見Jt夫人、体妥子;!}良佐件。熱闘従Jt背後、 Uff以脚指、銭
其悦i而蛾湾。夫人怒以~~i~安司。按司大怒、問I欲謀之。只偲Jt~崎、未敢動兵。葬品川知之、遂召入謀:1:信l議。若不平
諜之、恐被Jt害、 J~Jt諜銅lJit如此。使f主見抜司。 t安司設酒待之。熱悶日「吾聞彼而j有E託銀-u。惣求-{ÏJ。宝銀
jlH、使拘i其錦、斬按iiJl.'lJi可段、妄殺家版。只欲留共夫人納之。夫人兎自投河i而死目今帰仁彼司、 1m之大怒、親
御大~I【J~mIo 鳴舷急攻、城中兵寡。熱川忽~I~-Jf'。出迎謝~JI 、 UI入城中、大，役削府側之。今帰仁三~J(、大櫛[酔 l
耐ml。熱川伏兵子翁長村北山而殺之。今帰仁死子此。故名之今帰仁山。時有按げml剖人、棺約挙兵{正~JI，熱問遂亡。
;.tt:五UE石嶺御滋之m。今fj其街多在翁長村守基。

19 r旅路i司由来記』巻 13、各処祭配3、凶阪IIlJ切、幸地村の頃に「石鎖ノ獄」がff:l'寂されている。
20米須グスク(糸満市)と挙地グスク(凶.版図J)の史跡があるc
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